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01、はじめに



XUO プロジェクトの誕生は、人類がエネルギー、インテリジェンス、計算という三

大コア要素の再バランスを追求する思考から生まれました。現在、世界的なエネルギー転

換とテクノロジー革命が並行して進む中、核エネルギー、人工知能（AI）、量子コンピュ

ーティングは、新たな産業革命の基盤を形成する重要な要素となっています。XUO は、

ブロックチェーンを信頼の基盤とし、スマートコントラクトを実行コアとし、核エネルギ

ー資産の権利確定、AI 計算力の仮想化、量子コンピューティングリソースのトークン化

を統合するグローバルな分散型ネットワークを構築します。これにより、エネルギー、イ

ンテリジェンス、計算の三要素がチェーン上で協調、マッピング、流動性を実現します。

エネルギーの側面では、核エネルギーは低炭素排出、高エネルギー密度、長期安定供

給を兼ね備えた唯一のエネルギー形態です。カーボンニュートラルやエネルギー安全保障

が各国の政策の核心となる中、核エネルギーの戦略的地位は急速に高まっており、新型原

子炉、核融合研究、ウラン供給システムがグローバル規模で再編されています。XUO は、

核エネルギー生産とデジタル金融システムを結びつけ、資産のトークン化や計算力のマッ

ピングメカニズムを通じて、従来は閉鎖的だったエネルギー生産プロセスに流動性と組み

合わせ可能性を付与します。これにより、プログラム可能なエネルギー価値ネットワーク

の形成を目指します。

インテリジェンスの側面では、AI はかつてない速度で産業構造を再構築しています。

モデルのトレーニングから自動化意思決定、計算最適化から生成型コンテンツに至るまで、

AI の計算力への需要は急速に増加しています。同時に、計算力の取得、分配、価値の権

利確定に関する課題も顕在化しています。XUO の AI モジュールは計算力をチェーン上の

資産として仮想化し、各計算ユニットにユニークなアイデンティティと追跡可能性を付与

します。スマートコントラクトによる調整と DAO によるガバナンスを通じて、AI 計算力

の供給者と需要者は XUO ネットワーク内で自律的にマッチングを行い、計算力経済の分

散型進化を促進します。

計算の側面では、量子コンピューティングは未来の情報処理における究極の形態を表

します。量子コンピューティングは指数関数的な計算能力を持ち、医薬品開発、気候シミ

ュレーション、金融モデリングといった分野で画期的な進展をもたらす可能性を秘めてい

ます。しかし、現時点では量子リソースは一部の実験機関や巨大企業に集中しており、オ

ープンで共有可能な標準や流通メカニズムが不足しています。XUO は「量子トークン化」

モデルを導入し、量子コンピューティングリソースを取引可能なデジタル証券として抽象

化します。これにより、研究機関、開発者、企業は必要に応じて量子計算力をレンタルま

たは提供できるようになり、グローバルな計算力システムの多層的な協調を推進します。

XUO の使命は、エネルギーを孤立させず、インテリジェンスを独占させず、計算を

希少資産のままにしないことです。RWA（Real World Asset）の資産権利確定、AI 計算

力証明（Proof of Intelligence）、量子コンピューティングマッピング（Quantum



Mapping）の 3 つのメカニズムを融合することで、XUO は物理世界とデジタル世界をま

たぐ統一された価値レイヤーを構築します。このシステムでは、エネルギーが計算力の基

盤供給を担い、AI がインテリジェンス実行の論理的中核を担い、量子コンピューティン

グが未来の計算力の極限的な拡張を象徴します。この 3 要素の交差が、XUO エコシステ

ムの「エネルギー-インテリジェンス-計算」の三角構造を形成します。

XUO は単なるブロックチェーンプロジェクトではなく、学際的な融合実験でもあり

ます。その基盤設計は階層型台帳システムに基づいており、核エネルギー資産の権利確定、

AI 計算ノードのマッピング、さらには量子シミュレーション環境におけるリソースの調

整および決済を可能にします。すべての資産および計算ユニットはスマートコントラクト

を通じて登録、交換、収益分配が行われ、システムの透明性、公平性、自律性を確保しま

す。このメカニズムを通じて、XUO は個人ユーザー、機関投資家、研究団体に対し、グ

ローバルなエネルギーおよびインテリジェンス経済の再構築に参加するための新しい手

段を提供します。

トークン「XUO」はエコシステム全体のコアバリューメディアとして機能し、総発

行量は 1 億枚で固定されており、追加発行は行われません。XUO はエネルギー資産の権

利確定の証明であると同時に、AI 計算力取引および量子コンピューティングリソースの

レンタルにおける決済手段としても機能します。また、XUO はガバナンス機能を担い、

保有者はプロトコルのアップグレード、手数料構造の調整、エコシステム拡張に関する投

票に参加することができます。これにより、「保有者による共同ガバナンス、スマートコ

ントラクトによる合意形成」というオープンガバナンスモデルが実現されます。XUO は

エネルギー、インテリジェンス、計算力という 3 つの生産要素を 1 つの暗号経済システ

ムに統合し、持続可能なオンチェーン価値循環を形成します。

本ホワイトペーパーは、XUO の技術アーキテクチャ、経済モデル、およびエコシス

テムの応用計画を体系的に説明することを目的としています。これは、エネルギー資産の

デジタル化の延長を示すだけでなく、AI と量子コンピューティングをブロックチェーン

フレームワーク内で初めて融合させた実験でもあります。将来的には、XUO はオープン

プロトコル、クロスチェーン協力、RWA 標準化インターフェースを通じて、グローバル

なエネルギー供給者、計算力提供者、研究機関が同一の価値体系内で協働できるようにし、

エネルギーファイナンス、インテリジェントコンピューティング、量子イノベーションの

分散型融合を実現します。

よりマクロな視点で見ると、XUO は人類社会が「計算文明（Computational

Civilization）」へと進むための重要な一歩です。エネルギーの一ジュール、計算の一単

位の計算力、そして AI モデルの 1 つ 1 つが確定され、取引され、共有されることで、人

類は透明性があり、信頼でき、かつ効率的なデジタル経済基盤を手にすることが可能にな

ります。XUO はまさにその未来のプロトタイプであり、核エネルギー、AI、量子コンピ



ューティングを結びつける分散型エネルギーインテリジェンスネットワークです。

02、グローバル核エネルギーおよび量子インテ
リジェンス市場の概観



2.1 核エネルギーの新時代

核エネルギーは 20 世紀以来、3 度目の復興期を迎えています。世界がエネルギー構

造の再編期に突入する中、気候変動、地政学的リスク、そしてエネルギー自給が各国の政

策決定の核心となっています。核エネルギーは、その高いエネルギー密度、ゼロカーボン

排出、そして長期的な安定性により、未来の持続可能なエネルギー戦略の柱として再評価

されています。

化石燃料と比較すると、核エネルギーのエネルギー放出効率は数百万倍に達し、1 グ

ラムのウランで約 3 トンの石炭に相当する熱量を発生させることが可能です。また、二

酸化炭素排出や粒子汚染を回避できる点も大きなメリットです。国連の「ネットゼロ排出

戦略（Net Zero Emission Strategy）」が進展する中で、核エネルギーは「選択肢」から

「必要不可欠な項目」へと格上げされています。

現在の核エネルギー技術の進化の経路は主に 3 つのカテゴリーに分かれています：

核エネルギー核エ
ネルギー

核心的な優位
現在の成

熟度
代表的な国/機

関

第 3 世代核分裂反

応炉

高い安全性、商業利用可能、

運用コストが低い

商業化運

用中

中国、フランス、

韓国

小型モジュール炉

（SMR）

低コストで建設可能、分散型

配置に適している

商業試験

段階

米国、カナダ、

日本

核融合反応炉
燃料が無限に近く、リスクが

低く、環境負荷が少ない

実験室検

証段階

欧州 ITER、中国

CFETR

核エネルギーの復興は、単なるエネルギー政策の結果に留まらず、経済構造の調整と

いう必然でもあります。国際原子力機関（IAEA）の 2024 年データによれば、世界の核

エネルギーの設備容量は 2035 年までに約 45％増加し、原子炉の総数は 550 基を超える

と予測されています。また、核燃料の供給構造は多極化へと移行しており、カザフスタン、

カナダ、オーストラリア、中国が新たな供給の主要国となっています。

XUO は核エネルギーをエコシステムのエネルギーレイヤーの起点として位置付けて

います。RWA（Real World Asset）認証メカニズムを通じて、XUO は核エネルギー生産

プロセスにおけるエネルギー配分、炭素削減クレジット、および発電資産をデジタル化し、

ブロックチェーン上にマッピングします。これにより、「エネルギーの権利化—金融流

動性—スマート分配」の統一構造を実現し、世界中の投資家が低い参入障壁でエネルギ



ーのデジタル経済に参加できるようになります。これにより、「核エネルギーの金融化」

という新しいモデルが開拓されます。

2.2 人工知能による計算力革命

人工知能の波が世界を「計算力経済」時代へと押し進めています。大規模言語モデル、

自動運転アルゴリズム、生物計算シミュレーションの普及に伴い、AI の計算資源に対す

る需要は過去最高水準に達しています。2024 年には、世界の AI 計算力市場規模が 4,000

億ドルを突破し、そのうち 60%以上が少数のクラウドコンピューティング大手によって

集中的に管理されています。この計算力の集中は、AI プロジェクトの開発コストを引き

上げるだけでなく、エネルギーの浪費や地域的独占といったシステム的な問題をもたらし

ています。

AI 計算のコア資源は、GPU クラスターと高性能ストレージネットワークです。

一回のモデルの学習には数万の並列ノードが必要であり、数週間にわたる高負荷の運用が

求められます。その結果、エネルギー消費が隠れたコストとなり、計算力の獲得は地理的

および資本的制約を受けています。XUO プロジェクトが提唱する「計算力のオンチェー

ン化とエネルギーマッピングメカニズム」は、AI 計算資源を権利化し、スマートコント

ラクトを通じて各単位計算力（Compute Unit）を核エネルギー供給源に紐付け、計算力

の供給、分配、決済プロセスを完全に透明化します。

従来の計算力市場では、計算力のレンタル契約が中央集権型プラットフォームに

よって管理されており、追跡可能性や収益分配の公平性が欠如していました。XUO はオ

ンチェーン ID（On-Chain ID）と分散型決済メカニズムを基盤とし、AI 計算力 RWA（実

世界資産）モデルを構築します。開発者は XUO トークンを通じて計算資源をレンタルし

たり、計算力ノードをステーキングして配当を受け取ることができます。一方で、供給者

はエネルギーマッピングを通じて継続的な収益を獲得します。このメカニズムは AI プロ

ジェクトの導入障壁を効果的に引き下げ、世界の計算力資源の流動性と再分配を促進しま

す。

さらに深い変革は、AI とエネルギーの融合にあります。未来のインテリジェント計

算は従来のデータセンターに依存せず、エネルギー自治能力を持つ「スマートノード」で

運用されるようになります。XUO ネットワークは核エネルギー RWA による計算力運用

を支え、「低炭素・高効率」の AI エネルギーエコシステムを形成します。AI 計算力需要

の継続的な増加は、XUO エコシステムの長期的価値成長を推進する原動力となり、エネ

ルギーとインテリジェンスが同一の経済モデル内で正のフィードバックサイクルを形成

します。



2.3 量子コンピューティングの台頭

量子コンピューティングは、蒸気機関、電力、情報技術に続く「第 4 次計算革

命」として位置付けられています。従来のコンピュータがビットによる「0 と 1」の二進

法に依存するのに対し、量子コンピューティングは量子の重ね合わせや量子もつれ状態を

活用し、指数関数的な並列計算能力を実現します。その理論上の計算力成長速度はムーア

の法則を遥かに凌駕し、暗号解読、薬剤設計、気候シミュレーション、金融モデリングと

いった分野において破壊的なイノベーションをもたらす可能性があります。

しかしながら、量子コンピューティングの運用条件は非常に厳格です。量子ビット

（Qubit）は絶対零度に近い環境で安定した状態を維持する必要があり、エネルギー供給

や冷却システムの精度に対する要求が極めて高いです。この課題を解決するため、XUO

プロジェクトは「量子エネルギー協調モデル」を提案しました。このプロジェクトでは、

核エネルギーから生成される安定したエネルギーをデジタル証券（トークン）の形で量子

コンピューティングノードに結び付け、安全で持続的かつ低炭素なエネルギー供給を実現

します。同時に、エネルギー使用データはリアルタイムでブロックチェーン上に記録され、

炭素フットプリントや量子効率指標の算出に活用されます。

この構造により、量子コンピューティングリソースは研究機関に限定されること

なく、オープンなオンチェーン資産クラスへと変貌します。XUO エコシステムを通じて、

研究者や企業は XUO トークンを利用して必要に応じた量子計算力をレンタルでき、エネ

ルギー供給者はエネルギー消費に基づく決済を通じて収益を得ることが可能です。すべて

の計算タスクおよびエネルギー伝送プロセスはスマートコントラクトによって記録・検証

され、追跡可能性および改ざん不可能性が確保されます。

量子チップの製造技術やエラー訂正技術の進展に伴い、量子コンピューティングの商

業化プロセスは加速しています。将来的に量子プロセッシングユニット（QPU）が広範

に展開されると、XUO はそのグローバルなエネルギー決済および計算力調整の中心的な

プラットフォームとなり、「量子—エネルギー—経済」の三位一体の共生システムを形

成します。このモデルはエネルギー利用効率を向上させるだけでなく、量子コンピューテ

ィングという高度な研究資源をよりオープンな経済システムに組み込むことを可能にし

ます。

2.4 エネルギーと計算の融合トレンド

エネルギーは産業文明を駆動し、コンピューティングは情報文明を推進してきました。

そして現在、この二つの深い融合が「スマートエネルギー文明」を生み出しつつあります。

このトレンドの核心的なロジックは、エネルギーと計算力の同源化およびトークン化にあ



ります。AI 計算はエネルギーを消費し、一方でエネルギーのスマート化には計算力の駆

動が必要です。この循環により、「エネルギーは計算力であり、計算力はエネルギーであ

る」という新たな経済ロジックが形成されています。

従来のシステムでは、エネルギー市場と計算市場は完全に分断されていました。電力

供給はエネルギー企業が主導し、計算力供給はテクノロジー企業が独占していました。し

かし、XUO プロジェクトはブロックチェーン技術を活用し、この壁を打破します。核エ

ネルギー、AI、量子コンピューティングを統一された価値構造に組み込み、スマートコン

トラクトによってエネルギーの放出、計算力の配分、収益の流れを同時に追跡可能にしま

す。これにより、エネルギーの単位ごとの利用や計算行為がオンチェーンで権利確定され

ます。

XUO エコシステムにおいて、XUO トークンはエネルギーと計算を結びつける中核的

な媒介となります。このトークンは、エネルギー RWA（実世界資産）の証券として機能

するだけでなく、AI 計算力の決済や量子リソースのレンタルにも利用可能です。この統

一された価格設定とインセンティブの仕組みにより、エネルギー生産者、計算力ノード、

研究機関が価値の協調を実現し、動的な「エネルギー・計算力ネットワーク」を構築しま

す。このネットワークでは、エネルギーの放出が計算能力に転換され、計算行為がエネル

ギーの最適化を反映することで、自律的な循環型エコシステムが形成されます。

グローバル規模で、エネルギーインターネット（Energy Internet）と計算力インタ

ーネット（Compute Internet）の融合は、既に産業界におけるコンセンサスとなってい

ます。このトレンドの中で、XUO は「融合エンジン」としての役割を果たし、従来型の

エネルギー企業とデジタル経済体の間の価値交換を促進しています。RWA の権利の確定、

スマート決済、クロスチェーン協調を通じて、XUO はエネルギー属性とインテリジェン

ス属性を兼ね備えた分散型インフラを徐々に構築し、未来の「スマートエネルギー社会」

の基盤を築いています。

この新しいシステムの中では、エネルギーは単なる供給手段ではなくなり、計算も単

なる需要ではなくなります。これらは共に経済進化を推進する新たな原動力となります。

XUO が構築する核エネルギー、AI、量子コンピューティングの融合フレームワークは、

世界的なエネルギーのデジタル化転換とスマート産業の協調における中核的なエンジン

となり、人類が「エネルギーのインテリジェンス化」を特徴とする次世代の文明段階へ進

むことを示しています。

03、XUO プロジェクトの概要

3.1 XUO の概要



XUO（X Unified Operator）は、「エネルギー、インテリジェンス、計算力の融合」

をコアコンセプトとして構築された分散型インフラプロジェクトです。ブロックチェーン

技術を活用し、核エネルギー資産の権利化、AI 計算力の仮想化、量子コンピューティン

グリソースのトークン化を実現することで、グローバルユーザーに対して参加可能、取引

可能、ガバナンス可能なエネルギーインテリジェンス経済システムを提供します。従来の

エネルギー資産プラットフォームや AI 計算力プロジェクトとは異なり、XUO は単一のセ

クター拡張ではなく、物理エネルギー（Energy）、インテリジェンスアルゴリズム

（Intelligence）、高次元計算（Quantum Computing）を統合した経済ネットワークを

構築するシステム的なイノベーションです。

エネルギー層において、XUO は RWA（Real World Asset）映射メカニズムを通じ

て、核エネルギーの生成によるエネルギー単位、カーボンクレジット、および発電収益を

スマートコントラクト形式でチェーン上に確権化し、安定、安全かつ追跡可能なエネルギ

ー金融資産を形成しています。ユーザーは XUO トークンを保有することで、間接的にグ

ローバルな核エネルギー生産システムに参加し、グリーン収益を実現すると同時に低炭素

エネルギーの発展を支援することが可能です。

インテリジェンス層において、XUO は AI 計算力資産プール（AI Compute Pool）

を構築し、計算力分割および仮想化技術を活用して、AI トレーニングおよび推論計算ノ

ードをデジタル化登録し、地域を超えた計算力の協調と透明な配分を実現しています。開

発者は XUO トークンを使用して計算力サービスをレンタルでき、計算力提供者はエネル

ギー RWA 証明書をステークすることで安定した収益を得ることができます。この仕組み

を通じて「エネルギーが計算力を支え、計算力がインテリジェンスを反哺する」という内

循環システムを形成しています。

計算層において、XUO は量子計算を未来の計算力システムの延長線上に位置付けて

います。プロジェクトは量子エネルギー協調プロトコル（Quantum Energy Coupling

Protocol, QECP）を導入し、核エネルギーを活用して量子計算ノードを稼働させ、量子

計算結果をトークン化することで、研究計算成果を取引可能な資産に転換します。この仕

組みにより、研究機関、AI 開発チーム、投資家が同一の価値体系内で計算による利益を

共有することが可能になります。

XUO は未来のスマートエネルギーネットワークのグローバルスタンダードを目指し

ており、エネルギーを単なる電力供給手段からインテリジェントな世界の流通通貨へと進

化させ、計算力を単なるリソースから経済体系の生産要素へと変革し、量子計算を研究室

の閉鎖的な枠組みから検証可能で分配可能な経済エンジンへと進化させることを目指し

ています。

3.2 技術およびエコシステムアーキテクチャの全体



フレームワーク

XUO の全体構造は、階層型エコシステム構造（Layered Ecosystem Architecture）

を採用しており、以下の 5 つのレイヤーで構成されています：エネルギー権利確認層、

スマートコンピューティング層、量子協調層、決済プロトコル層、そしてガバナンス層で

す。各レイヤーはスマートコントラクトによって機能が分割され、XUO トークンによっ

て全体を貫く価値伝達のチェーンが形成されています。

構造層級 主要機能 キーテクノロジー
対応モジュー

ル

エネルギ

ー権利確

定層

核エネルギー資産のオンチェー

ン化、炭素信用の権利確定、エ

ネルギー RWA の証券化

ブロックチェーン +loT エ

ネルギー追跡技術

核エネルギー

ノード登録シ

ステム

スマート

計算層

AI 計算力の仮想化、計算力取引

と共有

分散型計算力調整 + GPU

コンテナ化

AI Compute

Pool

量子協調

層

量子コンピューティングリソー

スのマッピングと決済

Quantum Energy

Coupling Protocol (QECP)

Qubit

Network

決済プロ

トコル層

エネルギー、量子資源のクロス

チェーン清算とインセンティブ

マルチチェーン相互運用プ

ロトコル

XUO メインチ

ェーン体系

ガバナン

ス層

DAO ガバナンス、ノードインセ

ンティブ、エコシステム提案及

び投票

On-chain Governance +

Treasury System

xDAO ガバナ

ンスシステム

運用ロジックにおいて、XUO は核エネルギーの RWA を AI 計算力ノードと結び付け、

スマートコントラクトを通じてエネルギー使用量と計算力消費量をリアルタイムで記録

します。量子計算ノードが核エネルギーを供給源として使用する場合、エネルギーの流れ

と計算結果も同様にブロックチェーン上で登録されます。すべてのエネルギー流通、計算

力取引、研究計算は統合的な決済システムによって処理され、XUO トークンを用いて清

算が行われます。

システム構造において、XUO は二層型チェーン構造を採用しています：

• メイン層：核エネルギー RWA の権利確定および XUO トークンの発行を担当。

• サイド層：AI および量子計算リソースの分散型登録、実行、調整を担当。

この構造により、XUO は高い安全性を維持しつつ、計算力関連タスクにおける



高い並列処理能力を実現しています。基盤フレームワークは多チェーン互換性を備えてお

り、初期段階では Tezos および Ethereum Layer2 ネットワークに展開されます。将来的

には Polygon、Avalanche、そして独自の XUO メインチェーンにも拡張される予定であ

り、これによりエコシステム間の協調とグローバル決済の標準化を実現します。

3.3 XUO のコア機能とエコシステム内での役割

XUO のエコシステムは、「権利確定」「計算」「協調」「ガバナンス」という 4 つ

の主要な側面を軸に構築されており、完全なスマートエネルギー経済の閉ループを形成し

ています。

1）エネルギー権利確定と取引（Energy Tokenization）

XUO は核エネルギーによるエネルギー単位、炭素クレジット、発電権益を RWA（実

世界資産）としてトークン化します。エネルギー生産者は発電量をブロックチェーン

上にデジタル証明として登録でき、投資家は XUO トークンを購入またはステーキン

グすることでエネルギー収益分配権を得ることが可能です。すべてのエネルギー流通

および炭素排出データは IoT デバイスによって自動収集され、リアルタイムでブロッ

クチェーンに記録されるため、透明性と追跡可能性が保証されます。

2）AI 計算力の資産化とレンタル（AI Compute Finance）

XUO は分散型計算力市場（DeCompute Market）を構築し、開発者が AI 計算力ノ

ードを必要に応じてレンタルできる仕組みを提供します。タスク完了後、システムは

自動的にエネルギーコストと収益を分配します。この機能により、AI トレーニング

のコストを大幅に削減し、計算力提供者に長期的なインセンティブを与えることで、

「計算力資産化」する新しい経済モデルを実現します。

3）量子計算資源のマッピング（Quantum Resource Mapping）

量子計算ノードは量子認証プロトコルを通じて XUO ネットワークに登録されます。

研究機関は XUO トークンを用いて使用権を購入し、エネルギー供給者は計算力消費

量に基づいて自動的に決済を受けます。研究成果は NFT としてブロックチェーン上

に記録されるため、複数の関係者が共有・ライセンス化することが可能です。これに

より、「研究を資産化」し、市場流通を初めて実現します。

4）DAO ガバナンスとインセンティブシステム（xDAO Governance）

XUO トークンの保有者にはガバナンス権が付与されており、プロトコルのアップグ



レード、手数料構造、エコシステムパートナーシップ、ノードの割り当てなどに関し

て投票で意思決定を行うことができます。システムには国庫ウォレット（Treasury

Wallet）が設けられており、プラットフォーム収益から毎日一定割合がインセンティ

ブとして配分されます。このインセンティブは、研究開発への助成金やコミュニティ

報酬に活用され、プロジェクトの長期的な自治と持続的なイノベーションを確保しま

す。

5）クロスチェーン清算とエコシステム協調（Interchain Coordination）

XUO はマルチチェーン相互運用プロトコルを通じて、主要なパブリックチェーン、

エネルギープラットフォーム、および AI インフラストラクチャとシームレスに統合

されます。これにより、データの相互連携と資産のクロスチェーン流動性が実現しま

す。核エネルギー発電所、AI 企業、量子研究センターといった多様なプレイヤーが、

XUO ネットワーク内で統一された経済およびガバナンスシステムに接続できる仕組

みを提供します。

XUO エコシステムの主要な役割は以下の通りです：

• エネルギーノード（Energy Node）：核エネルギー発電に関するデータの権利確

定とブロックチェーンへの記録を担当。

• 計算力ノード（Compute Node）：AI 計算の実行やデータ処理を担当。

• 量子ノード（Quantum Node）：量子計算タスクの処理とエネルギー同期を担当。

• バリデータノード（Validator Node）：取引の検証やスマートコントラクトの監

査を実行。

• コミュニティガバナンスメンバー（DAO Member）：エコシステムのガバナンス

に参加し、提案や投票を行う。

この多層的な役割体系によって、XUO はパブリックチェーンの特徴を備えるととも

に、現実のエネルギー分野への応用を可能にし、物理的資産とデジタル経済の融合を実現

しています。

3.4 応用の展望

XUO のコア戦略目標は核エネルギー、AI、量子コンピューティングを融合させた世界

初の「エネルギー・インテリジェント経済ネットワーク」を構築することです。本プロジ



ェクトの発展ロードマップは、「エネルギーの権利確定」から「計算力の流通」、さらに

「インテリジェントな共生」へと進化する主軸に基づき、持続可能な多次元エコシステム

を構築します。

エネルギー金融分野において、XUO はグローバルな核エネルギー資産の権利確定と取

引のハブとして機能することを目指します。AI 産業において、分散型計算力市場のコア

基盤として、AI 計算リソースの効率的な流通を支えます。研究開発・イノベーション分

野において、XUO の量子協調モデルは研究成果の価値化を促進し、異業種間の協力を推

進します。カーボンニュートラル政策において、エネルギー追跡やグリーン認証を通じて、

ESG ファンドや持続可能な金融機関に信頼性のあるデータ基盤を提供します。

長期的に見ると、XUO はグローバル規模での「インテリジェント・エネルギー・プロ

トコル層（Intelligent Energy Protocol Layer）」を目指します。これは単なるブロック

チェーンプロジェクトではなく、エネルギー、AI、量子計算文明を支える基盤フレームワ

ークです。XUO はあらゆるジュール単位のエネルギー、計算リソース、インテリジェン

トな意思決定をブロックチェーン上で権利確定し、分配することで、透明性が高く、協調

的で持続可能なデジタルエネルギー世界を構築します。

04、技術構造

4.1 階層型台帳と資産マッピングモデル



XUO のスマートコントラクト体系は階層型台帳構造を基盤として設計されており、

エネルギー、計算力、量子コンピューティングリソースに対して「権利確定可能」「追跡

可能」「決済可能」なオンチェーン記録を提供することを目的としています。このモデル

を通じて、核エネルギー RWA 資産、AI 計算力ユニット、量子計算ノードを統一的にブ

ロックチェーン上にマッピングし、異なる分野のリソースを同じの価値体系内で権利確定

と取引を可能にします。

第一階層台帳（主台帳層）は、エネルギー資産の所有権と流通情報を記録する役割を

果たします。この層は、核エネルギー生産施設、カーボンクレジットシステム、エネルギ

ー IoT デバイスとのリアルタイムデータインターフェースを介して、エネルギー生成、エ

ネルギー伝送、消費記録を継続的に同期します。各エネルギー単位は、唯一のオンチェー

ン証明書に対応し、「エネルギートークン（Energy Token）」として形成されます。こ

のトークンは、スマートコントラクトによってその由来と有効性を自動的に検証されます。

第二階層台帳（仮想化層）は、AI 計算力および量子コンピューティングリソースの

デジタル化された権利を記録します。計算力提供者は、計算ユニットを「仮想エネルギー

資産」として登録することが可能であり、この資産の供給上限は、紐付けられたエネルギ

ー証明書によって決定されます。量子計算ノードは、エネルギー使用認証プロトコル

（Energy Usage Proof, EUP）を通じてオンチェーン登録され、計算消費とエネルギーイ

ンプットの一致を保証します。

このような階層型台帳構造により、エネルギー、AI、計算リソース間の関係が明確に

定量化されます。ユーザーのウォレットに表示される XUO 資産は、単なるトークンの数

量を表すだけでなく、エネルギーおよび計算エコシステム内での実際の持分を示していま

す。

ユーザーが XUO トークンを保有またはステーキングした場合、その対応する権益は

自動的に台帳内の該当する階層に割り当てられます：

• エネルギー層にステーキングした場合、核エネルギー RWA からの収益配分を受け

取ります；

• AI 層にステーキングした場合、計算力収益およびリソースのスケジューリング権

を獲得します；

• 量子層にステーキングした場合、研究用計算力の決済および協同タスクの配当分配

に参加します。

すべての台帳データは、ゼロ知識証明（ZKP）によって暗号化され、プライバシーを



保護しつつ検証可能性とコンプライアンスの透明性を確保します。この構造により、XUO

エコシステムは、安全かつ構造化された資産登録と流通の基盤を提供し、現実のエネルギ

ー資産と仮想計算力資産の「オンチェーン権利確定」を真の意味で実現します。

4.2 チェーン上の仮想化メカニズム

従来のコンピューティングシステムでは、計算力は物理的なリソースと見なされ、中

央集権的な運営や地域的な分布に制約されています。XUO は分散型仮想化技術を活用し、

AI 計算力と量子計算力をデジタル化してブロックチェーン上に登録することで、資産属

性と取引流動性を持つようにします。

AI 計 算 力 の 仮 想 化 は 、 ノ ー ド 登 録 プ ロ ト コ ル （ Compute Node Registration

Protocol, CNRP）を通じて実現されます。計算力提供者は、スマートコントラクトを介

して GPU や TPU などのデバイスの利用可能な計算単位を登録できます。システムはデバ

イスの性能、エネルギー効率、オンライン状態をリアルタイムで検出し、それを「計算力

証明書（Compute Certificate）」としてパッケージ化します。この証明書は分割、ステ

ーキング、リース、または破棄することが可能で、チェーン上の計算力市場の基盤を構成

します。

量子計算リソースは、エネルギー関連メカニズム（Energy-Linked Quantum Layer,

ELQL）を採用しています。量子ノードはエネルギーインプットと量子状態の校正パラメ

ータをチェーン上に登録する必要があります。スマートコントラクトは、核エネルギー

RWA 資産のエネルギー供給状況に基づいて量子計算力の割当を動的に調整します。この

仕組みにより、量子計算タスクの実行はエネルギー供給と直接的に結びつけられ、「計算

行動がエネルギーによって駆動され、エネルギー配分が計算力の価値によって決定される」

というバランスメカニズムを実現します。

仮想化メカニズムの核心的な価値は、「計算を資産化し、エネルギーを通貨化する」

ことにあります。AI と量子ノードはスマートコントラクトを通じて統一されたエネルギ

ー基盤を共有し、計算力の出力とエネルギー消費の関係を明確かつ定量化可能なものにし

ます。ユーザーは XUO トークンを使用して計算力リソースをレンタルしたり、トレーニ

ングタスクを開始したり、量子計算の実験に参加したりすることができます。一方で、供

給者はエネルギー貢献度と計算力の品質に応じて、相応のトークン報酬を得ることができ

ます。

XUO エコシステムにおいて、AI 計算力と量子計算力の仮想化は、集中型計算力の独

占問題を解決するだけでなく、エネルギーのデジタル流通に新しい市場ルートを提供しま

す。システムはエネルギー側と計算側の双方向価値マッピングを実現し、エネルギー供給

の 1 ジュールごとに計算価値へと変換する仕組みを構築します。これにより、セルフバ



ランシング・セルフ駆動のエネルギーと計算力が協調したネットワークを形成します。

4.3 スマートコントラクト構造

XUO のスマートコントラクト体系は、「資産マッピングの一体化（Unified Asset

Mapping）」という原則に基づいて設計されています。これは、核エネルギーの産出、

AI 計算力、量子計算リソースを同一のコントラクトロジックの下で統一的に運用するも

のです。その中心的なプロトコルは「核エネルギー-AI-量子資産マッピングプロトコル

（Energy-Intelligence-Quantum Asset Protocol, EIQAP）」と呼ばれています。

EIQAP プロトコルは、以下の 3 つの主要モジュールによって運用されます：権利確

定モジュール、マッピングモジュール、決済モジュール。

権利確定モジュールは、エネルギー資産、計算力リソース、量子計算ノードをデジタ

ル化して登録する役割を担います。すべての物理的な入力データ（例：核エネルギー発電

量、計算力稼働率、量子タスクパラメータ）は、多元的なデータ署名による検証を経て初

めてブロックチェーン上に登録されます。

マッピングモジュールは、権利確定済みのエネルギー単位を分配可能な計算権限に変

換し、その対応関係をスマートコントラクトとして記録します。例えば、ある核エネルギ

ーノードが 100MWh の電力を生成した場合、コントラクトは自動的に対応する数の計算

証明書（Compute Energy Token）を生成し、AI や量子タスクで利用可能な形にします。

決済モジュールは、タスク完了後に収益分配を実行します。システムは、エネルギー

使用量、計算成果およびネットワーク負荷状況に基づいて自動的に配当割合を計算し、

XUO トークンをエネルギー供給者、計算ノード、そしてガバナンスに参加するユーザー

のウォレットに分配します。

このプロトコル設計により、エネルギーの流通と計算活動がブロックチェーン上で自

動化された閉ループとして実現され、仲介機関の介入を必要としません。投資家、研究機

関、開発者は、XUO ネットワーク内でリソースの共有と価値交換を行うことが可能です。

さらに、EIQAP は分野横断的な互換性を備えており、外部エネルギー源（例：風力、

水素エネルギー）や他のブロックチェーン上の計算力エコシステム（例：DePin や AI

Compute Layer）との相互運用をサポートします。このプロトコルの拡張性は、XUO が

将来的にグローバルなエネルギーおよびインテリジェント計算の標準化インフラとなる

可能性を提供します。



4.4 取引および決済システム

XUO の取引および決済システムは、分散型台帳とマルチレイヤー・リキディティプ

ロトコルを基盤として構築されており、エネルギー、計算力、量子リソースの取引を効率

的かつ安全で検証可能な形で実現します。すべての取引はスマートコントラクトによって

実行され、人為的な介入を必要としません。

ユーザーがエネルギー購入、計算力リース、または量子タスクを発注する際、取引リ

クエストは対応する決済プールにルーティングされます。システムはリアルタイムの需給

マッチングアルゴリズムに基づき、最適な価格と最適なノードを選択してタスクを実行し

ます。取引完了後、コントラクトが自動的に台帳記録を更新し、資産の所有権を移転する

とともに収益データを同期します。

XUO 関連のすべての取引では、二重決済メカニズムが採用されています：

• 即時清算レイヤー（Instant Settlement Layer）：小額の決済やリソース呼び出し

支払いをチェーン上で処理し、取引の流動性を確保します。

• 周期的清算レイヤー（Periodic Settlement Layer）：日次または週次のサイクル

で、大規模なエネルギー取引や量子タスクを統合的に清算し、収益証明書と請求書サ

マリーを生成します。

システムはオラクル（Oracle）メカニズムを通じて、外部のエネルギー監視機関、

AI データセンター、量子研究所とリアルタイムでデータを同期し、取引プロセスの信頼

性と透明性を確保します。ユーザーは DApp 上でエネルギー消費曲線、計算力の出力記

録、決済明細を確認でき、完全な可視化と監査追跡を実現します。

XUO の取引システムは単なるトークン売買に留まらず、リソース交換による価値流

通というロジックを実現しています。エネルギー供給、計算力の出力、研究タスクが同一

ネットワーク内で資金とデータを循環させることで、産業を跨いだ分散型清算ネットワー

クを構築します。この構造により、従来のエネルギー市場や計算力市場における複数の仲

介プロセスが排除され、資本の流れがより透明かつ効率的になります。これにより、すべ

ての参加者が公平な市場価格と収益を享受できる環境が提供されます。

4.5 セキュリティメカニズム

現実のエネルギー資産と高性能計算資産を接続するインフラとして、XUO はデータ、



資産、取引の完全な信頼性を確保するために、多層防御システムを採用しています。

デ ー タ 層 で は 、 シ ス テ ム に 分 散 型 暗 号 化 技 術 お よ び ゼ ロ 知 識 証 明 （ ZKP:

Zero-Knowledge Proof）メカニズムを採用し、エネルギーおよび計算力データがプライ

バシーを漏洩することなく検証可能であることを保証します。また、各エネルギーノード、

AI 計算ノード、量子ノードによるデータ提出は、マルチシグ署名検証（Multi-Sign

Validation）を通じて行われ、データの改ざんや二重登録を防止します。。

資産層では、スマートコントラクトにマルチシグトレジャリーコントラクト

（Multi-Sign Treasury Contract）を採用しており、全ての XUO 資金およびエネルギー

証書は分配前に複数の検証者による承認を必要とします。また、決済に用いられるコント

ラクトは外部監査機関による定期的な審査を受け、そのロジックの正確性と資金の安全性

が保証されています。

ネットワーク層では、XUO が動的コンセンサスメカニズム（Dynamic Proof of

Contribution, DPoC）を導入しており、参加ノードの投票権は、そのエネルギー生成量、

計算力の貢献度、およびデータの安定性を総合的に評価して決定されます。このメカニズ

ムにより、ネットワークの安全性を確保するとともに、長期的な参加と実質的な貢献を促

進します。

さらに、XUO は継続的オンチェーン監査システム（Continuous On-Chain Audit）

を構築し、AI モデルを用いて異常な挙動を監視します。例えば、頻繁な資金移動、エネ

ルギー記録の不一致、量子ノードによる異常な計算結果などが検出された場合、システム

は自動的に資産の凍結や手動による再審査プロセスを発動し、エコシステムの長期的な安

定運用を確保します。

XUO の設計原則は「セキュリティを拡張性に優先する」ことです。すべてのエネル

ギー、計算タスク、および資金がブロックチェーン上で真実性を持って追跡可能であるこ

とを保証することで、信頼性の高いエネルギーインテリジェントネットワークを構築しま

す。スマートコントラクトの自動化、暗号化検証、分散型ガバナンスの多層的な協調を通

じて、XUO はグローバルなエネルギーおよび計算資産分野におけるセキュリティ標準化

の中核的な存在となることを目指します。

05、トークン経済モデル

5.1 トークン設計



XUO は XUO エコシステムのネイティブ機能およびガバナンストークンであり、エ

ネルギー―計算力―量子協調ネットワークの中心的な価値を担う存在です。チェーン上での

決済やインセンティブの媒介として機能するだけでなく、エネルギーの権利確定、計算力

取引、研究開発のインセンティブ、エコシステムのガバナンスなど、複数の役割を果たし

ます。これは、システム全体を貫く経済的基盤となります。

XUO トークンの発行総量は 1 億枚で固定されており、追加発行は一切行われません。

その発行ロジックは「価値のマッピングを優先し、市場流通を段階的に進める」という原

則に従っています。つまり、トークンのリリースは、実際のエネルギー生成、計算力の貢

献、またはエコシステム内での行動に基づいて行われ、無担保の発行や無消費の報酬は存

在しません。初期段階では、XUO トークンは財団によって管理され、エコシステムの機

能が段階的に開放されるに従ってリリースされ、市場流通とプロジェクトの進展が一致す

るように調整されます。

トークン名称：XUO（x Unified Operator）

発行総量：1 億枚

初期価格：5 USDT（エネルギー RWA の開始価値にペッグ）

発行基準：XUO 独自チェーンおよび Ethereum 互換プロトコル（ERC-20 標準）に

基づく，2026 年には独自のメインネットの資産層へ移行予定。

XUO の分配メカニズムは、エコシステム構築の長期的な方向性を反映しています。

• エネルギー権利確定インセンティブ（30%）：核エネルギーの RWA データ提供、

エネルギーノードの運営、及び炭素クレジットの権利確定を行う実体機関に対する報

酬として割り当てられます。

• AI 計算力エコシステムインセンティブ（25%）：計算力提供者、AI タスク実行ノ

ード、及び分散型データセンターに分配されます。

• 量子計算協力と研究基金（15%）：量子研究機関、アルゴリズムラボ、及び量子ノ

ード運営を支援するために使用されます。

• DAO ガバナンスとコミュニティ構築（20%）：エコシステム提案、ガバナンス参

加、プロモーション活動、及び DApp 開発者へのインセンティブとして割り当てら

れます。

• プロジェクト準備金と流動性管理（10%）：財団が市場の流動性維持および長期的



な戦略的準備金として運用します。

このような多層的な分配体系により、XUO トークンの使用とリリースは常に現実の

経済活動と直接的にリンクされ、トークンの希少性と長期的な成長ロジックが保証されま

す。

5.2 XUO の価値属性

XUO の価値は、XUO エコシステム内での多機能性と持続可能な使用シナリオに基づ

いています。核エネルギー RWA、AI 計算力、量子計算リソースを結びつけるコアトーク

ンとして、XUO は以下の 3 つの価値属性を備えています：

1）支払いと決済の媒介

XUO は、XUO エコシステム内で唯一指定された決済単位です。ユーザーは XUO を

使用して、エネルギー権利確定手数料、AI 計算力のレンタルコスト、量子計算タス

クの実行費用、システム運用費を支払うことができます。エネルギーノードはスマー

トコントラクトを通じて XUO で決済を受け取り、研究機関はタスク実行によって自

動的に分配を受けます。XUO の支払い機能は、安定した内部循環経済を形成すると

ともに、トークンの基本的な需要と使用頻度を確保します。

2）ステーキングとガバナンス権利

XUO はエコシステムガバナンスの核心クレデンシャルです。保有者は XUO をステ

ーキングすることで、xDAO 投票権を獲得し、エコシステム提案、プロトコルのアッ

プグレード、ノード認証などの重要な意思決定に参加できます。ステーキングしたユ

ーザーには、エネルギー収益の分配、計算力レンタルのリベート、エコシステムエア

ドロップのインセンティブなど、長期的な利益が提供されます。また、ステーキング

期間に応じて異なる重み付けが適用されるため、長期保有とガバナンス参加を促進し

ます。

3）エコシステムトークンと価値のアンカー

XUO は、XUO システムの全体的な価値を反映するトークンであり、エネルギーとイ

ンテリジェント計算の共通の価値アンカーとして機能します。核エネルギー RWA の

オンチェーン権利確定、AI 計算力や量子タスクの価値決済において、XUO は統一的

な計量単位として使用されます。核エネルギー発電量の増加、計算力取引の活性化、

量子研究成果の拡大に伴い、XUO の実際の利用需要が増加し、エコシステムの拡張

とともにその価値も長期的に上昇します。



従来の機能型トークンとは異なり、XUO は短期的な市場投機に依存して価格を支え

るのではなく、実際のエネルギー、計算力、計算貢献を通じて価値循環サイクルを形成し

ます。XUO はエネルギーの決済手段であると同時に、インテリジェント計算経済のコア

資産でもあり、XUO エコシステム内で「エネルギーがインテリジェンスを駆動し、イン

テリジェンスがエネルギーを還元する」という経済エンジンの役割を果たします。

5.3 XUO 流通の例

XUO の流通メカニズムは「貢献が即ちリリースであり、行動が即ち価値である」と

いうロジックに基づいて構築されています。すべてのトークンの生成、流通、焼却は、チ

ェーン上のスマートコントラクトによって自動的に実行され、トークン分配の公平性とエ

コシステムインセンティブの精度を保証します。

XUO システム内での主な流通シナリオは以下の通りです：

• エネルギーノードインセンティブ：核エネルギー発電所、カーボンクレジット機関、

およびエネルギー管理ノードが、そのエネルギー生成データをオンチェーン化すると、

システムが権利確定量に応じて自動的に XUO 報酬を発行します。このプロセスは、

エネルギー資産のデジタル化を実現するだけでなく、現実のエネルギー価値をチェー

ン上の経済活動に変換します。

• 計算力市場での決済：AI 開発者は計算力を使用する際、XUO を用いて計算費用を

支払います。タスク完了後、計算力提供者は対応する XUO の収益を受け取ります。

計算力市場全体の取引、決済、収益分配は、スマートコントラクトによって自動的に

実行され、人為的な介入は不要です。

• 量子計算の協力と研究配当：量子ラボや研究ノードは、チェーン上での登録を完了

することで計算タスクに参加し、研究インセンティブを受け取ることができます。シ

ステムは、計算消費量、タスクの完了度、エネルギー配分に基づいて XUO を自動的

に分配し、研究活動と経済的利益を直接結びつけます。

• ステーキングマイニングとガバナンスインセンティブ：ユーザーは XUO トークン

を xDAO ガバナンス契約にステーキングすることで、投票、エコシステム提案、コ

ミュニティ構築に参加できます。長期ステーキングを行うユーザーは、追加の配当、

ノード報酬、または将来の新機能モジュールへの優先アクセス権を得ることができま

す。

市場の買い戻しと焼却メカニズム：トークンの長期的なデフレと価値の成長を確保す

るため、システムには自動買い戻し契約が設定されており、エコシステム収益の一部を定



期的に市場で買い戻し、XUO を焼却します。焼却データはリアルタイムでブロックチェ

ーンエクスプローラーに公開され、透明性と信頼性を確保します。

このように、実際の参加を重視した流通メカニズムにより、XUO の市場行動とエコ

システム構築が高度に一致し、投機的な価格変動を回避します。すべてのトークンの発行

は、実際のエネルギー生産または計算貢献に基づいており、持続可能な経済サイクルを構

築します。

5.4 未来価値マッピング

XUO の長期的な価値は、現在のエコシステムにおける応用だけでなく、エネルギー

とインテリジェント経済が融合する時代における戦略的ポジショニングにも由来します。

地球規模で低炭素エネルギー、AI 計算力、量子計算への需要が継続的に増加する中で、

XUO の価値マッピングは複数の次元に拡大していきます。

XUO は、核エネルギー RWA のグローバル決済標準単位としての役割を果たします。

将来的には、原子力発電所、エネルギー投資機関、炭素クレジットファンドが XUO ネッ

トワークを通じて権利確定の登録や資産化操作を行うことが可能になります。これにより、

XUO はエネルギー取引および炭素クレジット移転の基盤となるチェーン上のトークンと

して機能します。

AI 産業では、XUO は計算力経済の中心的な価値測定トークンへと進化します。DeAI

（Decentralized Artificial Intelligence）ネットワークの拡張に伴い、XUO はノード間

の計算力呼び出し、データ流通、モデル収益分配の決済手段として直接利用されるように

なります。これにより、AI の生産性とエネルギー供給を結びつける架け橋としての役割

を果たします。

量子計算の商業化が進むにつれ、XUO は研究成果の価値マッピング機能を獲得しま

す。研究機関は量子計算タスクの結果をチェーン上で NFT 証明を生成し、XUO を結算お

よび収益分配の単位として活用することができます。これにより、知識成果が資産化され、

流通可能な形となります。

さらに、XUO は徐々に XUO メインチェーンの Gas 料金やクロスチェーンブリッジ

の手数料を担うことで、システムレベルのネイティブアセットとしての役割を果たすよう

になります。その使用頻度はネットワーク規模の拡大に伴い増加し、安定したデフレ型エ

コシステムモデルを形成します。



長期的な発展の中で、XUO 財団は市場での買い戻し、流通量のコントロール、エコ

システムインセンティブを通じて、XUO の価値の安定性を維持し続けます。核エネルギ

ー RWA 市場規模の拡大、AI 計算力経済の台頭、および量子計算の商業利用の実現に伴

い、XUO は、グローバルなエネルギーとインテリジェントコンピューティングの融合分

野における価値アンカー基準へと成長する可能性があります。これにより、現実のエネル

ギーシステムと未来のデジタル経済を結びつける重要な基盤となります。

06、応用エコシステム

6.1 核エネルギー RWA 資産のオンチェーン化



XUO エコシステムの最初のコア応用分野は、「核エネルギー RWA 資産オンチェー

ン化システム」です。このモジュールは、現実世界における核エネルギーの生産、炭素ク

レジット、およびエネルギー収益をオンチェーンで権利確定、分割、流通、融資可能にす

ることを目的としています。これにより、従来のエネルギー産業の閉鎖的な構造を打破し、

デジタル金融の流通経路に進出させることが可能になります。

従来のシステムでは、核エネルギープロジェクトは高い資本参入障壁、政策規制、そ

して限られた資金調達チャネルに制約されることが多くありました。XUO はブロックチ

ェーンのスマートコントラクトを活用してエネルギー資産の権利確定を実現し、核エネル

ギーの発電量、エネルギー貯蔵証明書、そして炭素削減枠（Carbon Credit）を標準化さ

れた RWA トークンとしてマッピングします。これにより、これらの資産は取引可能、担

保可能、そして融資可能な属性を持つようになります。一単位ごとの核エネルギーの発電

量（kWh）は唯一のオンチェーン証明書に対応し、そのデータはエネルギー IoT センサ

ーと核規制機関によって共同で検証されます。

これらのエネルギー証明書は、XUO のスマートコントラクトを通じて「核エネルギ

ー資産トークン（N-Energy Token）」として発行され、以下のシナリオで使用可能

です：

• 金融機関やファンドへの担保融資；

• XUO DEX での自由取引と価格発見機能；

• AI 計算力ノードのエネルギー決済証券としての活用；

• 炭素クレジットのスワップとグリーンファンドの配当メカニズムへの参加。

核エネルギー RWA モジュールは、エネルギー資産の流動性問題を解決するだけでな

く、投資家に対して核エネルギー金融市場への低コストな参入機会を提供します。このシ

ステムを通じて、エネルギー生産者はブロックチェーン上で直接的に資金調達や決済を行

うことが可能になり、投資家は XUO トークンを用いて実体のあるエネルギー資産から得

られる収益分配に参加することができます。

XUO の核エネルギーオンチェーンシステムは、グローバルな規制に準拠する設計と

なっています。具体的には、MiCA、DMCC、および英国信託法など、複数の国際的な規

制フレームワークに基づいており、RWA 資産の所有権登録が合法かつ有効であることを

保証します。最終的な目標は、分散型のエネルギー金融インフラを構築し、すべてのエネ

ルギー単位にオンチェーン上で価値を持たせることです。これにより、物理的なエネルギ

ー資産をデジタル金融資産へと完全に転換することを実現します。



6.2 AI スマート計算力の集約

AI 計算力市場は、XUO エコシステムにおける二番目の主要な柱であり、エコシステ

ム経済の循環を促進するコアエンジンでもあります。人工知能モデルの継続的な拡張に伴

い、世界的な計算力需要は指数関数的に増加しており、一方で計算力分配の不均衡や独占

問題が AI 産業の成長におけるボトルネックとなっています。XUO は、分散型計算力集約

および取引市場（DeCompute Market）を構築することで、計算力供給の透明化、取引

可能化、そしてインセンティブ化を実現します。

このシステムでは、AI 計算力ノードが GPU、TPU、または NPU リソースを XUO ネ

ットワークに登録することが可能です。システムはノードの性能、エネルギー効率、そし

てオンライン安定性を検出し、計算力登録プロトコルを通じて「計算力クレデンシャル

（Compute Certificate）」を生成し、スマートコントラクト形式でブロックチェーン上

に記録します。計算力利用者（開発者や機関）は、これらのクレデンシャルを市場でレン

タルし、XUO トークンを使用してレンタル料金を支払います。

XUO の AI 計算力市場は、動的スケジューリングメカニズムを採用しており、リソー

ス配分の公平性と効率性を確保しています。スマートコントラクトは、タスクの複雑性、

エネルギーコスト、およびネットワーク負荷に基づいて自動的に決済価格を計算し、「計

算力が即ちサービス（Compute-as-a-Service）である」という自律的な経済モデルを実

現します。ユーザーがトレーニングまたは推論タスクを発行すると、システムは分散型ス

ケジューラーを通じて最適なノードにタスクを割り当て、タスク完了後に自動的に XUO

トークンによる報酬を支払います。

さらに、AI 計算力市場は「エネルギーバインディングモデル」をサポートしており、

計算力レンタルのコストを直接核エネルギー RWA に連動させることで、「エネルギーが

計算を駆動し、計算がエネルギーを還元する」というエコシステム循環を実現しています。

この設計は、計算力レンタルコストを削減するだけでなく、エネルギー生産者に新たな需

要シナリオを創出し、エネルギー金融と計算力経済が高度に連携した二重循環体制を形成

します。

将来、XUO の AI コンピューティングパワーマーケットは、マルチリンク接続および

クロスネットワークでのコンピューティングパワーの統合を段階的にサポートしていき

ます。これにより、AI 開発者は分散型で信頼性が高く、低コストのグローバルコンピュ

ーティングパワーネットワーク上で、モデルのトレーニングやアプリケーションのデプロ

イを行うことが可能になります。これにより、中央集権型データセンターによるコンピュ

ーティングパワーの壁を完全に打破することが期待されています。



6.3 量子コンピューティング・リソースの共有

量子コンピューティングは、未来の計算分野における究極の形態と見なされており、

XUO の量子協同モジュールは、この方向性をブロックチェーン上で実現するものです。

XUO は、オープン型量子コンピューティングリソース共有と研究協力プラットフォーム

（Quantum Collaborative Network, QCN）を構築し、研究機関、大学の研究室、およ

び量子コンピューティング設備の提供者が同一の経済体系内で計算資源や研究成果を共

有できる仕組みを提供します。

量子ノードは、スマートコントラクトを通じて量子処理ユニット（QPU）の計算力

仕様、エネルギーインプット、実験パラメータを登録することが可能です。システムはそ

れぞれのノードに独立した ID 証明書とタスク署名を付与し、各量子計算の実行プロセス

が検証可能かつ改ざん不可能な形で記録されます。研究機関は、XUO トークンを使用し

て量子計算の時間をリースしたり、実験モデルを利用したり、データ分析結果を購入した

りすることができます。

さらに革新的なのは、XUO が量子エネルギー協同プロトコル（Quantum Energy

Coupling Protocol, QECP）を通じて、核エネルギー RWA と量子計算タスクをエネルギ

ー的に結合させ、量子実験に安定かつ低炭素のエネルギー供給を可能にした点です。各量

子計算のエネルギー消費記録は自動的にブロックチェーン上に記録され、「エネルギー

—計算」のデータの循環を形成します。この仕組みにより、研究資金の利用に関する新

たな透明性の高いメカニズムを提供します。

研究成果の管理において、XUO は「研究 NFT クレデンシャルメカニズム」を導入し

ています。実験結果、計算モデル、またはアルゴリズムの成果は NFT 形式でブロックチ

ェーン上に登録され、所有者は公開、ライセンス付与、または取引を選択することができ

ます。これにより、研究成果が実際の経済的価値を持つようになります。研究者は量子計

算タスクを通じて XUO トークンを獲得できるだけでなく、NFT のライセンス収益を通じ

て継続的な利益を得ることが可能となり、知的財産経済の分散型モデルを形成します。

このプラットフォームは最終的に、エネルギーを駆動力とし、科学をコアとする共有

ネットワークを形成します。これにより、研究活動をラボからブロックチェーン上の協調

へと進化させ、エネルギー、インテリジェンス、そしてイノベーション成果の融合サイク

ルを実現します。

6.4 分散型エネルギー市場

XUO のエネルギーエコシステムは、核エネルギー RWA の権利確定をサポートする



だけでなく、グローバルでオープンな分散型エネルギー市場（DeEnergy）の構築にも注

力しています。この市場では、エネルギー供給者、消費者、流通業者がブロックチェーン

上で直接エネルギー取引や決済を行うことができ、エネルギー流通の新たなパラダイムを

構築します。

従来のエネルギーシステムでは、エネルギー生産者とエンドユーザーの間に多くの仲

介業者が存在するため、取引効率が低く、コストが高くなる傾向があります。一方、XUO

はスマートコントラクトを通じてピアツーピア（P2P）エネルギー取引を実現し、発電事

業者が余剰電力を直接ブロックチェーン上で販売できる仕組みを提供します。消費者は

XUO トークンを使用して必要な分だけエネルギーを購入でき、全プロセスが自動的に決

済され、エネルギーの流通が完全に透明化されます。

DeEnergy システムは、モノのインターネット（IoT）と分散型台帳技術を基盤とし

ており、すべてのエネルギー流動データが IoT デバイスによってリアルタイムでブロック

チェーンにアップロードされ、不正な記録を防止します。各単位のエネルギー（例: 1kWh）

は唯一のオンチェイン ID を持ち、エコシステム内で自由に流通したり、ステーキングと

して融資に利用することができます。

また、DeEnergy 市場は、地域を超えたエネルギー取引の技術的基盤を提供します。

異なる国や地域のエネルギーノードは、XUO クロスチェーンプロトコルを通じてデータ

同期を行い、グローバルなエネルギーネットワークの相互接続を実現します。ユーザーは、

核エネルギー資産を取引できるだけでなく、太陽光、風力、水力などのクリーンエネルギ

ーデータモジュールに接続することで、複数のエネルギーが並行するスマート市場体系を

形成します。

XUO の目標は、DeEnergy システムを通じて国境なきエネルギー経済圏を構築し、

エネルギーをデータのように自由に流通させることで、グローバルエネルギー市場のデジ

タル化、分散化、透明化を真に実現することです。

6.5 Web3 開発者エコシステム

XUO は単なるエネルギーおよび計算能力プロトコルシステムではなく、開発者に向

けてオープンな Web3 基幹インフラでもあります。エコシステムの長期的な繁栄を促進

するために、XUO は開発者フレンドリーなエコシステムフレームワーク（Developer

Ecosystem Framework）を構築し、クロスチェーン API、SDK ツールキット、スマート

コントラクトテンプレートを提供することで、エネルギー、AI、量子データを基盤とした

分散型アプリケーションの迅速な構築を支援します。

開発者は、XUO のオープンインターフェースを利用して、エネルギー RWA データ



ベース、AI 計算力スケジューリングシステム、量子ノードデータにアクセスし、エネル

ギー金融プラットフォーム、AI モデル配信市場、または研究データ共有アプリケーショ

ンを開発することができます。すべてのデータアクセスは、承認済みのスマートコントラ

クトによって管理され、コンプライアンスとセキュリティが確保されます。

さらに、XUO エコシステムは、メインパブリックチェーン（Ethereum、Polygon、

Avalanche、Tezos）や DePin、AI Compute、DataFi などの分野とのシームレスな統合

をサポートしています。クロスチェーンブリッジプロトコルおよび標準化された API を

通じて、XUO は異なるオンチェーンの資産、エネルギートークン、計算力クレデンシャ

ルの相互運用性を実現し、マルチチェーン連携型の基盤エネルギーインテリジェンスプロ

トコル層として機能します。

インセンティブに関しては、XUO は「開発者インセンティブプログラム（Developer

Incentive Program, DIP）」を設け、エコシステム内のアプリケーション開発者に対して

トークン補助、技術支援、ノードリソースのスポンサーを提供します。優れたプロジェク

トには、財団からの投資や共同研究室との提携の機会も提供されます。

XUO は、分散型エネルギーインテリジェンスエコシステムの未来が開発者によって

形成されると信じています。オープンインターフェース、クロスチェーン協調、継続的な

インセンティブメカニズムを通じて、XUO は次世代の Web3 エネルギーおよびインテリ

ジェント経済のコアインフラとなり、世界中の開発者に無限のイノベーションのスペース

を提供します。

07、重要な提携パートナー

XUO エコシステムのグローバル展開および持続可能な運営は、複数分野を横断する

重要な提携パートナーの協力に支えられています。これらの提携先は、エネルギー生産、



AI コンピューティングインフラ、量子研究機関、そして規制準拠の金融システムなどを

網羅しており、各パートナーはエコシステム内で不可欠な役割を果たしています。これに

より、XUO は現実世界のエネルギー、インテリジェントコンピューティング、量子技術

を結びつける分散型インフラとしての地位を確立しています。

Nuclear Energy Alliance（NEA）

グローバル原子力産業戦略アライアンスは、XUO エコシステム内での核エネルギー

RWA の権利確定、発電データのブロックチェーンへの記録、そしてカーボンクレジ

ットの認証を担当しています。NEA に所属するメンバー企業は、中東、ヨーロッパ、

アジア太平洋地域の複数の国々の核エネルギー企業を網羅しており、エネルギー資産

の信頼性と合法性を保証します。このアライアンスは、XUO に対してグローバルな

核エネルギー資産の接続ルートを提供し、エネルギーノードの主要なデータプロバイ

ダーとして機能することで、エネルギー RWA モジュールの長期的かつ安定的な運用

を支えています。

Quantum Dynamics Research Institute（QDRI）

国際的に著名な量子コンピューティング研究機関は、XUO エコシステム内の量子ノ

ードに関する技術開発および標準化の策定を担当しています。QDRI は、量子もつれ

計算、エネルギー量子化モデリング、量子ランダム性検証などの分野で先行的な技術

力を有しており、XUO に対して基盤となるアルゴリズムのサポートおよび実験的な

検証を提供しています。この提携により、XUO は量子コンピューティングと核エネ

ルギー供給のエネルギー協調を実現し、「量子エネルギー計算」メカニズムのブロッ

クチェーンでの実現を推進しています。

AI Compute Federation（AICF）

分散型計算力連合体は、世界中のデータセンター、GPU サーバー、AI クラウドコン

ピューティングリソースを統合し、XUO に AI 計算力の集約および検証サービスを提

供します。これにより、開発者は標準化されたプロトコルを通じて計算力リソースを



レンタルでき、すべての取引が追跡可能かつ決済可能であることが保証されます。

AICF の参加により、XUO の AI 計算力市場はグローバルな展開能力を備えるととも

に、エネルギー駆動型の AI コンピューティングに対して高性能なインフラストラク

チャを提供します。

Tezos & Layer2 Consortium（TLC）

ブロックチェーン基盤技術サポートパートナーは、XUO のメインチェーンおよびマ

ルチチェーン相互運用プロトコルの技術実装を担当します。TLC（Technical Layer

Compatibility）が提供するクロスチェーン互換性標準により、XUO は Tezos、

Ethereum Layer2、将来的には独自のメインチェーンで同時に展開することが可能に

なります。これにより、エネルギー RWA（、計算力資産、量子タスクのマルチチェ

ーン協調および統合的な決済が実現します。また、この連合体はセキュリティ監査お

よびスマートコントラクト検証のサポートも提供し、XUO の技術的安全性と長期的

な拡張性を確保します。

Global Compliance Network（GCN）

国際コンプライアンス顧問および監査ネットワークは、XUO エコシステムのコンプ

ライアンス審査、KYC/AML メカニズムの実行、および司法管轄を超えた規制対応を

担当します。GCN の参加により、エネルギー、AI、量子計算などの高感度分野にお

ける XUO の事業が各国の規制要件を満たすことが保証されます。同ネットワークは、

DMCC、MiCA、および英国のトラストシステムと技術的連携を行い、エネルギー金

融のトークン化におけるコンプライアンスの保証を提供します。

Strategic Exchange Partners（SEP）

複数の中央集権型および分散型取引プラットフォームで構成される戦略的流通ネッ

トワークは、XUO トークンのグローバル流通、ノード接続、および流動性管理を担

当します。SEP メンバーには、アジア太平洋、ヨーロッパ、中東地域のコンプライア

ンス取引所が含まれており、XUO に対して一次市場および二次市場での上場、決済、

およびマーケットメイキングのサポートを提供します。これにより、トークンのグロ

ーバルな価格発見および安定した取引が促進されます。

08、ガバナンスとコンプライアンス

XUO のガバナンスおよびコンプライアンス体制は、グローバル規模で長期的に運営



されるための基盤となっています。本プロジェクトは、「分散型ガバナンス + 法規制の

併用」という二重構造を採用しており、DAO（分散型自律組織）をコアフレームワーク

としながら、各国のエネルギー、データ、金融規制基準を守ることで、技術革新と制度的

安全性の両立を実現しています。

ガバナンスにおいては、XUO はトークン保有量と貢献度に基づいた DAO ガバナン

ス体制を構築しています。XUO トークンの保有者は、エコシステムの参加者であると同

時に、プロトコルの共同ガバナンス者でもあります。DAO の運営は 3 つのレイヤーに分

かれています：戦略意思決定層、実行管理層、およびコミュニティ提案層です。戦略意思

決定層は、財団およびコアノードで構成され、プロトコルのアップグレード、クロスチェ

ーン協調、およびエコシステムの戦略的方向性を担当します；実行管理層は、エネルギー

ノード、計算力ノード、および研究機関の代表者で構成され、具体的なガバナンスの実行

や技術提案の審査を担います；コミュニティ提案層は、すべての XUO トークン保有者に

公開されており、誰でも提案を発信し、投票に参加し、ガバナンスインセンティブを得る

ことができます。ガバナンス権の配分は、単なるトークンのステーキング量に依存するだ

けでなく、計算力の貢献度、エネルギーの権利確定、そして活動度を加味した加重方式に

よって決定されます。これにより、権限と貢献の整合性を確保し、「ガバナンス即ち責任

である」というコンセンサスメカニズムを実現しています。

コンプライアンスにおいて、XUO は国際的な核エネルギー資産、AI モデル、量子研

究に関連する法律および規制フレームワークを厳格に遵守しています。核エネルギー資産

に関しては、英国の信託法、DMCC、および MiCA の基準に従い、信託型の規制構造を

通じて、エネルギー RWA の法的正当性と資産の追跡可能性を確保しています。AI およ

び計算力事業では、EU の AI 法案（AI Act）および ISO/IEC 42001 標準を守り、アルゴ

リズムの透明性、データの説明可能性、技術的安全性を保証しています。量子研究につい

ては、国際エネルギー機関（IEA）および OECD の研究データ共有原則を参考に、研究資

源の利用に及ぶエネルギー消費記録の監査可能性、ならびに知的財産権の保護を実現して

います。

XUO は、データおよびアイデンティティの安全性を確保するために、KYC および

AML の二重認証メカニズムと分散型アイデンティティシステム（DID）を導入していま

す。これにより、すべての取引参加者が実際の身元を持ち、国際的なマネーロンダリング

防止基準を遵守していることを保証します。スマートコントラクトは、複数署名メカニズ

ムおよびゼロ知識証明（ZKP）を通じてオンチェーンデータの検証を行い、ユーザーのプ

ライバシー漏洩やデータ改ざんを防止します。また、システムは定期的に第三者監査機関

によるセキュリティ審査およびコード検証を受けることで、金融レベルの安全基準を維持

しています。

グローバル戦略において、XUO の国際的なコンプライアンスロードマップは、以下



の 3 つの段階で展開されます：（1）中東およびヨーロッパ段階：アラブ首長国連邦 DMCC

および英国 FCA の体系を中心に、エネルギー RWA 規制のテンプレートを構築します；

（2）アジア太平洋段階：シンガポール MAS および日本 FSA と連携し、AI 計算力経済お

よび炭素クレジット市場の現地化コンプライアンスを推進します。（3）北米段階：米国

MSB および FinCEN の登録要件に対応し、量子計算研究の協力および登録体制を構築し

ます。最終的な目標は、エネルギー、AI、研究の 3 つの主要分野を網羅するグローバル

なコンプライアンスネットワークを形成することです。

この「オンチェーン自律 + 法規制の調和」というモデルを通じて、XUO はオープ

ンイノベーションを確保しつつ、エネルギーおよびスマートコンピューティング分野にお

けるコンプライアンス基準を確立しました。DAO ガバナンスにより、エコシステムの透

明性、民主性、効率性が保証され、法規制およびセキュリティ監査によってプロジェクト

の合法性および長期的な持続可能性が担保されています。XUO は単なる技術システムで

はなく、規制と技術の境界を超えた信頼構造であり、グローバルなエネルギー金融および

スマート経済に対して堅実、安全かつコンプライアンスに準拠した運営基盤を提供します。
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